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MARC計画の推移 (6)
o CIPと SDI
o UNIMARCへの展開
。規格化と ANSI—Z39
? ? ?
::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 
今号の ANSIー Z39をまとめるにあたり ，1975年以降の "News
about Z 39"のみでは，すでに解散した小委員会の活動そのほかに
ついての消息をつかむことができす，これらについては， University
of North Carolina. School of library Science. Secretary of 
Z 39: Debora Bodner 氏から詳細な書簡を頂裁し，それを引用さ
せていただきました。
また，MARCのCIPレコ ー ドに記録されていない価格につい
ては，Libraryof Congress. CIP Program manager: Susan H. 
Vita氏からの返信を頂戴し， それを引用させていただきましたこ
とをもここに記し，感謝の意にかえたいと思います。
CIPと SDI
CIPとは
米国で刊行された新刊書のタイトルページの裏面には， Library of Congress 
Cataloging in Publicationとあって，著者，書名，件名，分類，カ ードナソバ ，ー
ISBNなど，一連の書誌事項が掲載されている。
これは Libraryof Congressが，1971年の7月に，米国における出版物を対
象として，図書そのものに目録データを表示する Catalogingin Publication(CIP) 
Programに着手したことによるものである1)。 その年の秋ごろから， 新刊害にこ
の CIPがみられるようになった＊。
そして， この CIPは， 目録作成担当者にとって，作業能率を高めるうえでの
大きな拠りどころとなった。
＊協力出版社27社でスクート。 76年には1,000社を越え， 7年にはL500社を越えた。
しかし， CIPの意図するところは， LCからのプルーフスリップが Selective
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Dissemination of MARC (SELDOM)と同じ頃に届くので，プルーフスリップの
サービスが受けられるかぎり，SDIサービスはあまり役に立たない2) とする評価も
みられた MARC,SDIサービスの速報性を計ろうとするところにある。
近刊予告データとしての CIPの採録は， SDIにとって大きな福音をもたらす
ことになった。
近刊予告データといわれ・るゆえんは， ゲラ刷コピーが出版社からに提出され．
LCは， このゲラ刷りをもとに目録データを作成して， これを MARCレコードに
変換する。同時に，その目録データを出版社へ返送し，出版社はこの返送されたデ
ータを，印刷の過程で図書に表示する。したがって，図書の印刷製本に要する日時
いかんにもよるが，この期間だけ MARCレコードがより早く提供されることにな
るからである。ゲラ刷りの伝送には，フアクシミリの使用も検討されている。
ただ，未刊図書に対する目録データであるために，ページづけや大きさなど，
対照表示については未記録となる。
このレコ ドーを CIPレコ ードと呼ぶ。
MARCテープから打ち出された，図書カードや SDIカードの左下端に， CIP
(n)の記号が印字されたカードがあるが，これが， CIPレコードであることを表わ
し， (n)は初めて採録された newレコードであることを示す。
この CIP(n)レコードは，原則として，その図書が出版されるまで，訂正を加
えないことになっている。しかし， どうしても訂正を加えなければならない事情や，
出版不能にいたって取り消さなければならない事態も起こるわけである。この場合
には，訂正については CIP(c)レコードが，削除すべきときには CIP(d)レコード
が，再び， MARCテープに収録される。
そこで，MARCテープ受給者側は，既報の CIP(n)レコードを新たな CIP
(c) レコ ードと取り替えるなり， CIP(n) レコードを CIP(d)レコードの指示で
削除するなりの処置をとるのである。
図書が刊行されると．刊行された図害をもとに完全な MARCレコ ドーが再収
録されることになる。既報の近刊予告デークとしての CIP(n) レコードは取り替
えられなければならない。このレコ ードには， ―ー-previously CIP recordsの P
—. (P)の記号が付記される。こうして，受給者側は， CIP(n)レコードで近刊
予告されていた図書が刊行されたことを知るのである。
留意を要するのは， CIP (n)レコ ードと (P) レコ ードとの違いは，たんに，
対照表示のみの違いではないということである。
ゲラ刷段階から出版過程にいたるまでの間において，書誌事項に変更が行なわ
れる事例もままあり， LCカードナソバーを手掛かりに，書名あるいは副書名に変
更の行なわれたことを知るとぎがある。
以上のレコ ードをまとめてみると．
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図書そのものから作成される一連のレコ ード
(n) 刊行図書に対する初めてのレコード
¥C) 既報レコードの訂正レコ ード
(cl) 既報レコードの削除
ゲラ刷をもととして作成される一連のレコ ード
CIP (n) ゲラ刷をもとに初めて作成されたレコード
CIP (c) 既報 CIPレコードの訂正レコード
CIP (d) 既報 CIPレコ ードの削除
MARC計画の推移(6)
(p) 既報 CIPの図書が刊行されたときのレコ ード
のごとくになる。
これらの各レコードの件数について， 1977年度の週刊 MARCテープの 6ヵ月
間 (v.5. no. 1-no. 26) 4月から 9月を， 9キーワード（検索語）のもとに集計した
のが 〔表 1〕である。
採録レコ ー ド数 うち CIP
DC N p C D 計 レコ ード数
330.9 229 27 97 11 364 65 
332 265 61 50 3 379 82 
347.7 ゜゜ 4 ゜ 4 ゜368 231 55 45 3 334 65 381 83 ， 18 1 111 11 
382 126 19 17 6 168 27 
657 82 25 16 ゜ 123 21 658 634 171 102 5 912 247 659 46 10 8 ゜ 64 13 計 1,696 377 357 29 2,459 531 
〔表1〕 面7年4月-9月 (V.5 No. 1-No. 26) 
この表では， (n) レコードの数に CIP(n) レコ ドーの数を加えてあり， (c) 
(d)のレコードにそれぞれ CIP(c), CIP (d)のレコ ード数を加えてある。ただし，
CIP (c) CIP (d)のレコ ドー数はきわめて少ない。
MARCテープに収録された， この半年間の各レコード数は，それぞれの合計
欄にみられる数であるが， これらはレコード数であって図書数ではない。
この 6ヵ月間に採録された図書数は， 概数として， [(n)+ (p)J-[CIP+ (d)J 
の数となる。週ごとの SDIカードを集計するにあたって， CIPを別立て集計にし
てあれば，図書数は (n)+ (p)-(d) で算出できるところであったが， CIP(c)や
CIP (d)レコードの採録されることを考慮せず集計をしたために，図書数について
は概数しかつかめない結果になってしまった。
しかし， CIPを別立てに集計したとしても， (n)+(p)-(d) で， 正確な図書
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数がつかめるというものでもない。
(d) レコ ードには， 前年度に収録されたレコ ードに対する削除としての (d)
レコードがあり， この年度前半期に収録されたレコ ドーに対して，後半期において
(d) レコ ードが収録されることもある。また，次年度において， (d)レコ ードの収
録されることもありうるであろう。このため，図書数には誤差を生じるのである。
収書と SDI
選択情報提供，あるいは， 選定情報提供とも呼ばれる SelectiveDissemina-
tion of Information (SDI)の概念については， H.P.Luhn の "SelectiveDis-
semination of New Scientific Information with the Aid of Electronic Pro-
cesing Equipment" (1961)を引用すべきであろうが，要は，新刊文献について，
研究者の求める主題にあわせた．継続的な主題文献速報の提供といえるであろう。
花々しい電算化競争が繰りひろげられていた1960年代の初期に， この SDIシ
ステムのプログラミソグも競って推進されたが1962年に "ChemicalAbstracts" 
が磁気テープで提供されるにおよんで，SDIサービスは一段と現実味を帯びてき
た。
1965年には Institutefor Scientific Informationが，商業ベースで最初の
SDIサービスを手がける ことになった。これが AutomaticSubject Citation Alert 
(ASCA)であって，この ASCAに使用された害誌データは冊子の "ScienceCita-
tion Index"の作成に利用されている。
SDIサービスには， リストやカード形式による場合， また．オ‘ノライソによる
ディスプレーを経る場合などがあるが， リスト形式での KWIC,KW AC, KWOC, 
さらに， KLIC (Key Letter In Context), KWUC (Key Word and UDC)な
どは， SDIサービスの充実を目差した手法である。
1960年代の後半には， LC.MARCの出現頒布も加わって，米国図書館界も．
図書館電算化の第一期のピークを迎えることになる。これが， 1970年代ともなると，
個別の電算化から協同体制での電算化 Networkづくりへと展開する。
一方, MEDLARS のほか，商業ベースによる Lockheedの DIALOG,SDC 
の ORBITなど． オソライン情報検索サービスも， 各分野のデーターベースを次
々に加えて， アメ リカ大陸からョ ロー ッパ大陸へ，そして， 日本にもそのネッ トワ
ークの nodeを設置した。 このようなオンライソ網の拡充に呼応して， SDIサー
ビスは， RSサービスと ともに，科学技術医学分野にかぎらず，人文社会科学の分
野にまで急速に普及しようと している。
文献収集の新たな手段として， 1976年の 7月以来，MARC・SDIカード（アジア
経済研究所）を~．試みと して利用して きたが， キ ーワードは Dewey Decimal Classifi-
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〔657〕 〔658〕
No. 塁19781977 1976 1975 1974他 計 No. 塁19781977 1976 1975 1974他計
1 ゜2 1 2 0 0 5 1 1 23 
， 
゜0 23 35 2 3 ゜゜ 0 0 3 2 1 16 ゜ 0 3 20 3 ゜1 1 0 1 3 3 2 19 8 1 0 1 31 4 4 ゜1 0 0 5 4 2 33 7 ゜0 1 43 5 ゜1 1 ゜0 0 2 5 1 14 2
5 3 3 1 47 
6 ゜4 1 0 5 6 3 25 6 ゜2 3 39
 
7 ゜1 1 ゜0 1 3 7 0 14 5 
3 3 9 34 
8 2 ゜ 0 0 2 8 2 19 5 3 1
 2 32 ， 
゜2 1 ゜0 0 3 
， 2 13 ，6 3 4 37 
10 3 ゜ 0 0 3 10 0 20 
12 ゜1 0 33 11 ゜4 1 ゜0 0 5 11 1 17 7
 4 0 2 31 
12 3 ゜ 0 1 4 12 3 19 5 3 0
 8 38 
13 ゜3 2 1 0 I 7 13 5 28 3 ゜
0 6 42 
14 4 2 ゜0 0 6 14 8 11 6 
1 1 4 31 
15 ゜4 2 0 0 6 15 8 15 5
 ゜1 0 29 16 1 I 1 0 0 3 16 4 10 2 1 4 21 17 ゜4 2 ゜0 0 6 17 6 39 
， 2 1 3 60 
18 5 ゜ 0 0 5 18 
4 24 2 ゜2 1 33 19 ゜3 1 ゜0 2 6 19 
3 19 3 1 1 5 32
20 3 ゜ 0 4 7 20 3 11 
6 ゜0 5 25 21 1 2 ゜0 0 3 21 5 11 8 2 1 
6 33
22 1 1 2 0 1 5 22 5 21 8 ゜0 2 36 23 ゜
，
゜゜ 0 0 9 23 5 14 3 
1 0 23 
24 6 0 0 6 24 4 28 5 2 0 1 40
25 ゜3 1 ゜0 0 4 25 
9 13 6 4 0 3 35 
26 6 ゜ 0 1 7 26 8 26 10 1 
1 6 52 
計 2 80 22 6 1 12 123 計 95 502 174 36 23 82 912 
〔表2〕 団7年度 (V.5)の刊年別週別レコード数
cation (DC)をもとに，商学部の専門分野を対象に，各研究者の希望に従って選定
した。
作表の対象期間は， 1977年度の前半，第 1週から第26週 (V.5 no. 1-no. 26) 
であるが，各キーワードごとのレコード数は 〔表 1〕のごとくである。
SDIがもつ最大のメリットとしての速報性については，これまでにも強調され
てきたところであるが， CIPレコードの採録によって，一段とこのメリットが大き
く評価されることになった。これは，近刊予告データとしての CIP レコー ド数が，
(n) レコー ドのほぽ％を占める比率からもうなづけると ころである。
〔表 1〕のうち， 657会計分野と658経営分野について， 1977年上半期に採録され
たレコードを，刊年ごとにまとめたのが〔表2〕である。
1977年の年頭に， V. 4. no. 31 のテープからプリソトされたカードを受け取っ
ているが， CIP(n) レコードに1978年刊行予定の予告がみられたのは， V.4. no. 45 
の658においてであった。 657においては〔表2〕にみられるごとく V.5. no. 21の
とぎである。したがって，一般的には，図書が刊行される 3ヵ月から 6ヵ月ほど早
く CIP(n) レコードでその刊行予定を知ることができるといえるのであるが， V. 
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4.no.45 の例では， 1978年の初頭にその図書が刊行されたとしても， 9ヵ月ほど
前からその刊行予定を知ることになる。
〔表2〕で1978年に集約された数は，すべて，近刊予定の図書 CIP(n)レコ ー
ドであるが， 1977年の数は，既刊近刊の合計数である。 1977年における近刊予定数
は，〔表1〕の CIPレコ ード数から 〔表2〕の1978年の数を差し引けば，概数をつ
かむことができよう。
さて，この速報性の次に， MARCテープには，政府機関や学術機関，そのほ
か各地の団体協会が発行する文献がかなり収録されていることを挙げなければなら
なし'o
これらの機関から刊行される文献は，これまで海外の大手出版社から寄せられ
る近刊案内や，国内の海外書籍取次店が作成する案内等ではつかむことができず，
見落とされがちであった資料ともいえるであろう。
第1に速報性，第2にその網羅性， この二つは SDIvことっての必須の要件で
ある。 LCMARC・SDIは，米国書に関するかぎり，この二つの要件を備えたとい
えるが，こと，網羅性については，米国以外の諸国で刊行される図害についても，
それらの近刊予告デークーを網羅した SDIサービスが欲しいところである。
この点は，次章の UNIMARCで触れるが， MARCフォ ーマットは国によっ
て幾分異なり， コードの使用についても差異がある。これら互換上の国際的な対策
ゃ， また， 国によっては MARCデークの著作権の問題もあって，現段階では，
US MARCにそこまで期待することは無理といえる状勢にある。
かように大きなメリットをもっ MARC・SDIサービスではあるが，ここで短
所についても触れておきたい。
まず，MARC・SDIカ ドーには，その大半のレコ ードに価格が表示されてい
なし 'o
価格が不明であるために，SDIカードをもとに選定した資料については，価格
の上限を明示したうえ発注を依頼したのであったが，A社B社ともに，1件，数十
万円の価格事例を体験することになってしまった。
1977年の 3月に，LCの CIPprogram Manager: Susan H. Vita氏から「出
版社が価格を明示しないかぎり， LCとしてはレコ ードにそれを表示することがで
きない。 価格の表示が有益であることはわかっていても，表示する ことができるの
はごくかぎられたレコ ードになるでょう」との返信を受けているが，今後とも，大
勢と して，この価格は MARCレコードに表われてこないといえるであろう。
1件あたり数十万円もする資料ともなれば，発注の仕方いかんによっては，契
約上の トラプルの原因にもなりかねない。この点細心の配慮を要すると ころである。
これを体験したA社B社が，ともに， 1977年の夏以降， MARC・SDIサービス
に乗り出した。 MARCサービスを手がけるかぎり，運悪くかような事例に再び出
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合ったとしても，発注者側の手落ちのみを責めることとなく，受注者側として，価
格の調査には貴任をもち，良心的に対処されることを願ってやまない。
さらにまた，同一図書のレコードが， CIP(n), CIP (c), (p) レコードとして
アウトプッされるために，重複発注の事例も多発する恐れがある。
発注者者側，受注者側ともに，これも念頭においたシステムを考慮してあたるべき
であろう。
次に，キーワ ドーの選定が挙げられる。
Table 5. MARC Statistic, f<>r Si:c Mon如 (1974-75)
-Dew句 DecimalDiv! 西 Distribution
Div困on Occu斤ences Percent Diolslon Occt』re,ic, Percent 
゜ 320 0.505 500 258 0.407 10 1196 1.889 510 887 1.401 20 333 0.526 520 202 0.319 
30 38 0.060 530 524 0.827 
40 ゜ 0.000 540 533 0.842. 50 10 0,016 550 727 1.148 60 48 O.Q76 560 83 0.131 
70 153 0.242 570 593 0 936 
80 143 0.226 580 309 0488 
90 13 0.021 590 818 1292 
100 29 0.046 600 77 0.122 
110 59 0.093 810 2923 4616 
120 81 0.128 620 1875 2.961 
130 293 0.463 630 727 1.148 
140 32 0051 640 784 1238 
150 592 0935 650 1222 1930 
160 36 0.057 660 236 0373 
170 131 0.207 670 100 0.158 
180 138 0.218 680 143 0.226 
190 182 0 287 690 121 0.191 
200 147 0.232 700 439 0.693 
210 52 0.082 710 124 0.196 
220 422 0.666 720 258 0.407 
230 411 0.649 730 380 0.600 
240 363 0.573 740 708 1.118 
250 116 0.183 750 509 0.804 
260 372 0.587 760 173 0273 
270 197 0.311 770 181 0.286 
280 314 0.496 780 595 0.940 
290 521 0823 790 1438 2.271 
300 2694 4.254 800 690 1.090 
310 147 0.2.32 810 2569 4.057 
320 1910 3.016 820 3338 5.271 
330 3766 5.947 830 226 0357 
340 3565 5.630 840 558 0881 
350 1279 2.020 850 71 0.112 
360 1690 2.669 860 115 0.182 
37り 1892 2.988 870 42 0.066 
380 899 1.420 880 65 0.103 
390 439 0.693 890 440 0.695 
400 60 0.095 900 214 0.338 
410 97 0.153 910 3369 5320 
420 289 0.456 920 603 0.952 
430 35 0.055 930 88 0.139 
440 59 0.093 940 971 1.533 
450 ， 0.014 950 364 0.575 
460 40 0.063 960 87 0.137 
470 10 0.016 970 1634 2.896 
480 11 0.017 980 姐 0.073 
490 202 0.319 990 26 0.041 
OTHERS 1553 2.452 
〔表 3〕 妬!Iiams,Martha E.: Data Element for the MARC II 
Data Base. p. 96. 
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専門的に包括範囲を狭めたキーワードを選べば， もともと刊行される文献最の少な
い分野では，文献量が少なすぎて役に立たないとの結果を生じよう。逆に，範囲を
広げたキーワー ドを選べば，〔表3〕の330や 340のごとく，年間7千枚ものカード
となるために，大量の SDIカードに追いまわされて， 意欲を喪失し，これまた役
に立たないとの結果にもなりかねない。
より早く， より広く， より多くの文献を，とは研究者の願いであるとしても，
人間として，そこには限界のあることを心しておくべきところである。
そして， 日本においても，国立国会図書館の納本速報を手掛かりとして発注す
る場合に，団体，協会，地方の出版社で刊行された図書について．発行所の住所の
わからないことが起こるが，これと同じことが， SDIヵードをもとに発注する場合
にも起こる。
これは，おもに， MARC・SDIサービスを提供し，受注体制を固めつつある取
次店側で対策を講ずべき問題といえるであろう。
また， CIP(n)カードをもとに受注した図書については，刊行予定のデークが
9ヵ月以上も早くから採録されていることに留意し， 6ヵ月も立たないうちに，“入
手の見込みなし”との回答を出さぬよう， SDI関連受注システムの整備が必要と
されるところである。
注）
1) Library of Congress. MARC Development Office, BOOKS; a MARC 
Format; Specifications for Magnetic Tapes Containing Catalog Records 
for Books. 5. ed. (Washington, 1972.) p. 21. 
2) Buhr, Lorne R. "Selective Dissemination of MARC: a User Evalua-
tion." Journal of Library Automation, 5. (March, 1972) 43. 
UNIMARCへの展開
米国議会図書館で MARCパイロットプロジェクトがスタ ートし， MARC週
刊テープが実験参加館へ頒布されはじめたのが， 1966年の末であった。
一方，英国の全国書誌機関 BritishNational Bibliography (BNB)は， 1967
年に LCが新たな MARCI プロジェクトヘと発展させる過程で参画する機会を
得ることとなったが， ここで英米合同のプロジェクト JointAnglo-American 
projectnの開始となっとなって， BNBMARCに着手， UK MARCの基礎を固
めたのである。
フラソスでは， Bibliothepue Universitaire de Grenoble, Section Sciences 
が， LCMARCと， BNBMARCの翻訳から開始した。 1969年の 1月にこの作業
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を完了すると，直ちに，専門家グループによる MARCフラソス版についての討議
が開始されて， フラソスの目録規則に適合した MONOCLEと称される Project
de Mise en Ordinateur d'une Notice Catalographique de Livreが2i, 1970年
の7月に発表された。
そして，英仏ニヵ国語を公用語とするカナダでの MARCの取り組みは，1970
年の 5月に， NationalLibraryで開催された ConferenceCataloging Standards 
の勧告に応えて， MARCTask Groupが，カナダで使用する機械判読書誌レコ ー
ドのフォ ーマットの研究に着手した3) ことにはじまるといえよう。
MARC Task Groupはカナダにとって目下の急務は，単行図書と逐次刊行
物とを対象とした MARCフォ ーマットであると判断し，フィルム．マニュスクリ
プト，地図などに対するフォ ーマッ トはこの二つのフォ ートマットの設計が終わっ
た段階で開発に着手すべきであるとの方針をとった。
そして，国際的な用途，国内的には国立図書館での用途，地域図書館での用途
を勘案し， InternationalMARCの観点に立って，
a) 著者一おもに団体著者一
b) 書名
c) 対照事項と注記
d) 地名
e) 件名
については，とくに．ニヵ国語併用の内容たるべきことに考慮を払うべきである。
フォ ーマットに具備すべき必要条件は， USMARC, UK MARCを比較し， Italian
MARCその他諸国の MARCを調査したうえで決定すべきである。
さらに
CAN/SDI (National Science Library) 
SELDOM (National Science Library and the University of Sas-
katchewan) 
SPIRES (Stanford) 
PRECIS (British National Bibliography) 
など，既存の情報検索システムや索引システムと提携できる条件を備えるべきであ
る°。等々をテーマとして研究が進められた。
こうした研究の結果， ニヵ国語を公用語とする特殊事情から， アメリカにか
ぎらず， その他諸国の MARCフォ ーマットの長所を採り入れて， カナダ独自の
Canadian MARCを開発すべきである。しかし，カナダの図書館界が， AACR北
米版を準拠と している こと。 また, LC と密接な連携関係にあることなどから，
MARC I との差異は最小限におさえるべきである列 との条件を基本 として，
Canadian MARCの設計が進められた。
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かように，それぞれ自国語の特徴を重視した主要各国の MARC開発が始まっ
たのであるが， LCが MARCサ ビースを開始した1969年から1973年にかけては，
Australia, Canada, Denmark, England, France, Germany, Italy, Japan, Latin, 
America, Norway, Sweden etc.6'の諸国が，それぞれ， MARCの企画ならぴに
開発に取りかかっている。
そして，この期間の1971年に，MARCフォーマットは， ANSIの規格 (239.2
-1971)として公刊され，この規格を基とした， 国際規格としての ISO2709が，
1973年に採択される運びにいたって，大多数の国はこの規格に準拠することになっ
たのである。
ヨ ロー ツパにおいては，INTERMARC group のもとでの協同開発が進めら
れている。ラテンアメリカには， ポルトガル語専用の CALCOがある。 また，地
域セ｀ ノタ ーおよび全国セ‘ノターを包括するネットワ ークの結成を目差しているラテ
ンアメリカの図書館員やドキュメソタリストのグループは，書誌的面，技術的面で
の基礎を MARCにおいた， スペイン語に適合する MARCALの開発を進めてい
る7)。
現在，少なくとも16ヵ国が MARC, あるいは MARC類似のフォ ーマットを
使用しているとされるが，実際には，米国のフォ マー ットに類似するもの，英国の
フォーマットに近いもの，また，これら両国と幾分異なるフォ ーマットを採用して
いるもの，そして，ある国のそれは，儀礼的に MARC類似のフォ ーマットとして，
この範疇に加える程度のまったく独創的なフォ ーマットを使用しているものなどが
あるsi.
このような差異は各国の独自性によるものであるとしても，MARC規格 (Z
39.2ー 1971)は，機械判読レコードの三要素のひとっであるレコードの構造 struc-
tureについてのみ規定した規格であって，
1) データ要素やあるデータ要素に対する付加梢報についての内容識別記号
2) 著者名や書名など，内容たるデークそのもの
の二要素には触れていない9¥
国際規格 ISO2709は， ANSI (239.2—1971) ののごく一部を修正したにす
ぎない規格であるために，各国がこれら両規格に準拠したとしても，結果は，以上
のごとくに MARC類似のフォ ーマットになるのである。
こうした各国 MARCの増大は，つまるところ，国際的な協同体制への道程に
おけるワ｀ノステップでもあった。
!FLA Working Group on Content Designatorsの発足となって， 1973年に
フラソスのグルノープル Grenobleで初会合がもたれたが，内容識別記号に関する
国際的な合意への道程には， a)各国書誌機関の機能の相違 b)国際的に受容され
たカタロ ーギングコードの欠除c)それぞれの書誌機構 Bibiographiccommunties 
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の間で．機械判読レコ ードのデータ内容の構成に関して合意がないこと d)内容
識号記号の機能に閑して合恋がないこと，などの障害があった。このような収拾の
つかなし環境下にあって， WorkingGroupは，それぞれ各国の異なった現存シス
テムには手を加えず， 国際的に互換する場合のジステムとしての SUPERMARC
の考え方を打ち出したのである10)。
COMPARATIVE TABLE OF MARC FORMATS 
Sub 
TiJ(J lnd;c,ro, f;efd C1111adi•n LC UK MONOCLE ltalitn 
Ir 2nd Cod, 
1雌 PERSONAL NAME Usad U11d Usod U●d 
｀ 
Foran細 9 Usad Name In Direct Order Used U●d 
1 Single Sumam● U叫 U鐸d Usad Used 
2 Multiple Suma叩 U11d u四 U叫 (hyphen•6) Used 
3 Nam● of Family U叫 Multiple釦mamt
(b-• 1>m0Yed) 
4 Coding Content for Multiple Sum細 I(3 
Complicated Names 切r,•filing 雌ues)
8 Mein Entry is not Sub. U叫 U四 Used 
1 M血 Entryi1 Subject Used Usad 
$a Name Used U四 Used U●d 
$b Numeration U悶d Saint (empty) u, ●d 
な TIie, Used Oat● Pope (empty) Us●d 
“ Oat●I Used 2nd or 1ub1. Addition Em
peror (Country) Used 
$e R● ltor Used Raman Numerals Dr叩p●d
$f Date of Wort< Additions Othe『Than King, (Country) 
(Use Prop"'叫 Datn 
$g Rel● tion 
幼 Parts of N細 eOther D●鱈
than Entry El●m● nt 
Si Numeretion 
紅 Fonn紐bhllding U叫 ~cond町 epithet U18d 
SI Lan炉'"'1u. Main epithet 
Proposed) 
$m Forename 
わ Part of a Wort 
(Use Proposed) 
$t Title of Book Used Author's Plat1 of 
Worl< 
〔表 1〕 Candian MARC pp. 72-73. 
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SUPER MARCに端を発した UNIMARCは， 1976年の 5月にプリュッセルで開
催された， IS0/TC46の第16回総合で， 大網において合意がみられたがrn,AFR 
によるレコードの自動編集に依存するアメリカ ・カナダ側委員は，不必要な複雑化
に対して反対の立場をとった。そして， ョーロッパ側委員は， 自国語のファイリン
グを重視する観点から，サプフィールドコ ードの充実を主張し，意見はまった＜相
対立したのであった。しかし，アメリカ・カナダ側が，妥協策として AFRによる
自動編集が可能な範囲での複雑化を受け入れたのである12¥
意見が相対立する原因であるフォーマットの差異について， US MARC, UK 
MARC, MONOCLE, Italian MARCの比較研究を踏まえて開発された Canadian
MARCの基礎資料でもある対比表〔表1〕でみてみよう。
クグ〔100〕で個人著者フィ ールドを識別する。インディケーク [O,1, 2, etc J 
で，名，単一姓，複合姓，等を区分する。サプフィ ールドコード [$a,$b, $c, etc] 
で，標目の構成要素である，姓名，世系，称号，生歿年，等々を細区分する。
これらは， ファイリングにあたって配列を容易にするための手法である。
対比表の各欄にみられる Usedは，すべて CanadianMARCを基準として，
同じ用法で使用されているコードであることを示している。
LC MARCを基礎として改良を加えたのが BNBMARC, MONOCLEは，
いずれかといえば， BNBMARCをより参考としている。 CanadianMARCは，
これらを比較研究のうえ設計された MARCであるが， LCとの密接な連携重視が
基本理念として流れている。さらに， Australian MARCのクグ100のフィールド
は次の〔表2〕のごとくである。
かように， MARC開発にかけた各国の努力の成果は，対比表にみられるごと
き差異になって表われるのである。
意見対立の経緯をもつ UNIMARCは， 1977年の早々に，フォ ーマットの最終
案が出来上がって，アメリカ，カナダ， ョーロッパその他各国代表による討議に付
される運びとなった。
しかし，こうした努力が実ったとしても，もうひとつの障壁が横たわっている。
米国では， LCが作成する書誌レコードについて著作権を設けてはおらず，す
べては公共の場に供されているのであるが， ョーロッパの多くの国は，全国書誌に
著作権を設定している。
そして，一部の国では， 自国の全国書誌機関が頒布する以外は，使用料を支払
わないかぎり，他のいかなる機関であろうともそのレコ ードの頒布は認めないと
している。
たとえ世界が UNIMARCでまとまったとしても， UNIMARCにはこのよう
な制限が一方に残されているのである。
LCで締結された， いわゆる，無制限互換協定 nonrestrictiveexchange 
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Tag 100 Main entry heading -personal nome -di面 torder 
[First indi-
cator• OJ 
First indicator O Name of person in direct order (given name, by name, phrase, etc.) (AACR 49-51) 
Second indicator 0 
Subfield codes 
a Entry element 
b Relator 
c Dates 
d Second or subsequent additions to name 
e Roman numerals 
f Additions to name, other than dates 
Note: Subfield code d isused only after subfield code f 
Tag 100 Main entry h叫 ing-penonal name —●i噌esum血•
[First indi-First indicator 1 Single surname (AACR 46, 47, 50-52) 
cato r = 1'] Second indicator 0 
Subfield codes 
a Entry element 
b Relator 
c Dates 
d Second or subsequent additions to name 
e Additions to name occurring between the entry element and other parts of the name 
f Additions to name other than dates 
h Parts of name other than entry element 
Note: Subfield code d is used only after subfield codes e or f 
Tag 100 Main entry heading -personal nam● -compound sumam● 
[First indi-
cator• 2) 
First indicator 2 Compound surname (AACR 46, 47, 50-52) 
Second indicator 0 
Subfield codes 
a Entry elament 
b Relator 
c Dates 
d Second or subsequent edditions to name 
e Additions to name occurring between the entry element and other carts of the n● me 
f Additions to name other than dates 
h Parts of name other than entry element 
Note: Subfield code d Isused only after subfield codes e or I 
T19100 Main en町 hoadi呵ーpenonalnam●一nameof family 
(Firstindi・First indicator 3 Name of family 
catorz 3) Second indicator 0 
Subfield code 
a Entry element 
〔表 2〕氾tionalLibrary of Australia: Australian MARC. 2. ed pp. 26-27. 
agreementはオーストラリア， カナダ， フラソスとの間においてのみの協定で
ある13¥
最後に，略称 UNIMARCの由来についても引用しておこう。
Supper MARCとも呼ばれたこの国際的な MARCは，最初，MARCInter-
national Formatと呼称され， MIFと略称された。しかし，直さま，西ドイツの
代表委員から，その略称は， ドイツ語の "mief"とまがう評きをもち， ‘悪臭."汚
- 13 -
染”など，不快さを感じさせる語であるから変更すべきである，との書簡が寄せら
れ，これが早速次回の第一議題にとり挙げられて， UNiversalMARC, すなわ
ち， UNIMARCの略称が誕生することになったのである 14)。
こうして UNIMARCが， 各国独自の MARC データを互換するにあたって
国際的に用うベフォ ーマットとして落貯したのであるが，今後にかけての紆余曲折
は避けられないところでもあり，推移は見守っていかなければならい。
注）
1) Jeffreys, A. E. & Wilson, T. D., U. K. MARC Project; Proceedings 
of the Seminar on the U. K. MARC Project. (Newcastle upon Tyne, 
Oriel Press, cl970) p. 8. 
2) Chauveinc, Marc, "MONOCLE". Journal of Library Automation 4. 
(September, 1971) pp. 113—114. 
3) Canadian MARC; a Report of the Activities of the MARC Task 
Group Resulting in a Recommended Canadian MARC Format for 
Monographs and Canadian MARC Format for Serials. Recommended 
to the National Librarian Dr. Guy Sylvestre. (Ottawa, National Li-
brary of Canda, 1972) p. iv. 
4) Ibid. pp. vii-viii. 
5) Ibid. p. 3. 
6) Avram, Henriette D., "International Standards for the Interchange 
of Bibliographic Records in Machine-Readable Form" Library Re-
sources & Technical Services. v. 20 no. 1. (Winter 1976) p. 25. 
7) Rather, Lucia J. & De La Garza, Peter J., "Getting It All Together: 
International Cataloging Cooperation and Networks" Journal of Li-
brary Automation. 10. (June 1977) p.166. 
8) Ibid, p. 165. 
9) Avram, Henriette D., op. cit., p. 26. 
10) Avram, Henriette D., MARC; its history and implications. (Washin-
gton, Library of Congress, 1975) p. 23. 
11) American National Standards Commitee Z 37, "News about Z 39" 
(July, 1975) pp. 5-6. 
12) Ibid. 
13) Rather, Lucia J. & De La Garza, op. cit., p. 168. 
14) Ibid., p. 166. 
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規格化と ANSI-Z39
規格化への道程
「最近図書館界では毎年のように，新たな話題がホットな論題となって発表さ
れる傾向をみせている。このホットな，かつ，新たな話題は，実際に，この数年な
じまれてきた，ある現象に対する新たな呼称でもあるのだ。一ついこの前まで，
共同体 consortiumと呼ばれていた。それがいまでは，ネットワ ークnetworksと
呼ばれるようになっている。—これからの一両年， これまで規格などな冷ヽったか
のように，規格 standardsが図書館界でのホットな話題として取沙汰されること
になるであろう。1)」
われわれの図書館においても，事務機器や備品，消耗品にいたるまで，すべて
は，規格によってその品質と互換性が保たれており，規格品ならざるものはないと
いえるほどに，規格は，日常の消牧生活，生活環境に定着している。
タイプライタ ーの文字配列がメーカ ーによって，機種によって異なることはな
い。図書カ ードのサイズが入手先によって異なることもない。袈辞を弄するわけで
はないが，これは事実なのである。
ところが，手持ちのマイクロフィルムにも，8mm,16mm, 35mmのサイズが
あり，マイクロフィッジュにも 3x5インチ， 4x6イソチのサイズがある。 キャビネット
を求めるときになって「そのサイズのものは廃れ，現在，既製のキャビネットはな
い」とのさりげない返事に，一体，規格はどうなっているのであろうかと，蝙され
た気持ちを起こすときがあることも，これまた事実なのである。
規格がこれほどまで浸透し定着したなかにあって， なぜ， “これまで規格など
なかったかのごとくに論じられるようになる”とされるのであろうか。
いうまでもなく ，歴史と伝統を維持しつづけてきた図書館にとっての，必須の
検索手段である目録そのものが， MARCの開発によってこれまでの標準化の概念
を一新する規格の対象として挙がったからにほかならない。
これまでにも， 目録の統一化，標準化が叫ばれてから，すでに久しい。
LCが1901年に印刷カ ドーの頒布をはじめるにいたって，やっと具体的に一歩，
標準化が踏み出されたのである丸
そして，全国総合目録，図書館相互利用，国際的な NPAC,シェアードカタロ
ーギ‘ノグ，など，一連の有機的な図書館活動を目差した動向のなかにあって，標準
化への足取りはそれなりに大きな成果を挙げてきた。
しかし， 国際的には，情報の国際的な分担について，1961年10月の Parisprin-
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cipleの主旨にのっとった Anglo-AmericanCataloging Rules (AACR)へと発
展したのであるが，“カナダ，英国，米国の間で完全な同意にはいたらず，英国版，
北米版と異なった内容をとどめる結果となった。また，各国は，自国の出版物に
関しては，書誌レコ ードの決定版を作成する義務を負うべきであるとする基本理念
をうたった Principleof Universal Bibliographic Control (UBC)の動きも，こ
れに効力があったなら"3) との願望の城にとどまっている。
さらに， ISBD(M)についても，これが国際的に歓迎さて， BNBゃLCに受
け入れられたとはいえ，これは“準規格"4)としての段階であり， 1)書誌フォ ール
ドの一部については， AFRになる自動編集がむずかしい（または不可能である），
2) ISBD (M), ISBD (S), ISDSにもとづいた記述を，一貫した順序でファイリ
ングすることがむずかしいとされ竺また， ALAゃLCのごとき大規模図書館は，
危大な資料のファイリソグのむずかしさを熟知しながら，なぜ， これらの規格を支
持しようとするのか理解に苦しむとする指摘も行なわれている6¥
こうした指摘から，LCの ISBDに対する取り組み方は，これまでとは逆に，
批判的アプロ ーチに変わったとされているが互 問題解決までにはいまだ日時を要
するところであろう。
理想とする標準化と，現実の既存システムに立脚する目録実務との，こうした
離反は，商品の規格化が，品質と互換性を保証し消費者を保護する一面，規格化に
よる大最生産，コストの低減利潤の増大，国際的な流通，など，生産者に対して
も利益を保証しているのであるが，これに対して， 目録の標準化は，流通範囲の限
定された多品目小規模生産であったこと，図書館の事情によって目録に対する要求
に精粗の差があること，さらに，言語が及ぽす大きな影響もあって，制度的画ー的
に，商品の規格化のごとくには，標準化が進展せず，理想と現実との乖離を生ずる
ことになったと考えられるのである。
規格化への関心は，いずれの図書館も財政的な圧迫下にあり，管理者，行政機
構が留意する唯一の関心事が， コストの低減策である8)とされる電算化を推進しつ
つある図書館側から，そして同じく財政的圧迫下におかれた書誌データ作成機関
から，時を同じくして発生した。
受給者側たる図書館はより廉価な喪用で諸機関が作成した書誌データを入手
し， 自館のシステムで，これらのデータを統合するために規格化を唱え，一方，供
給者側たる書誌デーク作成機関は，顧客の多様な要求に応えて，それぞれに専用の
書誌デークを作成し供給することに対するジレソマと，事業の生産目的から起こる
規格への関心とがあいまって，規格化が大きくクロ ーズテップされてきたのである。
最大規模のネットワ ー クのひとつに数えられ， そのオ｀ノライソ •ンステムの開発
は， LCの MARC開発とともに，米国におけるライプラリ ーオートメ ーショ汎こ
とっての最大の成果であると称袈される OCLCが， コストの圧迫のゆえであろう
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とはされながらも，品質管理に欠けると指摘され9',質の BALLOT,星の OCLCと
比較され10i,顧客がこれまで待ち望んできたシステムの改善を棚上げにして，顧客
の拡張のみに終始している事例として11)挙げられるのは，ひとえに，品質を保証す
る規格を，規格による流通販路の拡大を， との考えに結びつくのではなかろうかと
さえ思われるのである。
標準化への道程には，これまでにも多くの未解決の難問や障害が残されたまま
になっている。規格化は，これらの難問，障害をかかえたまま，一方においては幅
広い利益を保証する半面他方においては，すぺての人に等しく利益をもたらすも
のではない， との矛盾をはらんだまま， MARC技術革新の余波として，単に概念
としての域にとどまることなく，具体的な規格化へと，未来の全国書誌ネートワ ー
ク NationalBibliographic Network (NBN)を標榜し， そしてまた，国際的な
MARC互換体制を推進するために，大きく胎動しているのである。
規格成立の条件
「MARCIiは規格 standardsではない。 ...あえて現存する規格といえば，
ISO Standards 2709 (1973)のみであって， これとて， その名称は Formatfor 
Bibliographic Interchange on Magnetic Tapeである。 この規格内容は，デー
クの互換にあたって必要な communicationstructureの明確化を計った規格にす
ぎない12心」
1960年代の末に，LCが MARCIiフォ ーマットを， 一足跳びに ALAへ提
案したとされるが，これを受けた ALAが即刻これを承認したといういきさつから，
このように， MARCI は conventionにすぎないと指摘されるのは，規格として
の成立過程に瑕疵ありとする意味においてであろう。
米国において，規格を専門的に担当する機関として AmericanNational Stan-
dards Institutes, Inc. (ANSI) がある。 ALA ゃ LCは，その下部組織である
Standards Commttee Z39 の構成メソバーとして同格の立場で参画している。こ
れまでの標準化が ALAを核と して進められてきたのに対して，規格化はこの Sub-
committee Z 39を核として進められるのである。
MARCは内容識別記号には触れておらず，互換上の骨格についてのみの規格
にすぎない，とする狭義の解釈はさておいて，MARC規格と呼ばれる，規格 Am-
rican Natinal Standard for Bibliographic Information Interchange on Mag-
netic Tape (ANSI Z 39. 2—1971) の成立は，いかなる手順を踏むものなのであろ
うか。
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ANSI 
米国規格協会 AmericanNotional Standards Institute, Inc. (ANSI) は，
消投者団体をも含む160を越る，技術，専門，商業などの各種団体と，1,000社を上
回る企業が会社メンバーとして加わった連盟であり，連合体である13¥
国内的には，ANSIのメソバーや，そのほか，規格に関心をもつグループ，個
人から提起される規格の開発について，それらの手続きや指導を進める調整機関，
いわば手形交換所 Clearinghouseの機能を果たしている。規格は，ANSIが設定
した手続きを踏み，要件を満たしたと認定されたとき，米国規格 AmericanNa-
tonal Standardsとして公刊されるのである14¥
対外的には，国際的専門的な規格機構である InternationalElectrochemical 
Commissionゃ，PanAmerican Stadards Commissionなどの各機構のメソバー
としてそれらに加わり，また，非政府機関ではあるが，国際標準化機構 Interna-
tional Organization for Standardization (ISO)に対する米国の代表機関として，
財政行政両面での公的機能をも果たしている。現在は ISOの事務局をも兼ねてい
る15)。
この ANSIの下部機関に，図書館活動に関連する用品備品， 事務機器，情報
システム，情報処理，マイク ロ資料など，各分野を担当する専門委員会があって，
それぞれ分野ごとに小委員会を構成している。
この主な委員会には，
PH 5 (Photographic Reproduction of Documents) 
PH 7 (Photographic Audiovisual Standards) 
X 3 (Computers and Information Processing) 
Z 85 (Standardization of Library Supplies and Equipment) 
Z 39 (Standardization in the Field of Library Work, Documentation, 
and Related Publishing Practice) 
がある16)。なかでも，直接的に図書館活動に大きな影密をもつ委員会が Z39である。
Standards Committee Z 39 
略称は Z39。会員資格は，Z 39が担当する分野の規格について，実質的な関
心と適性を備える団体協会である ことを条件とするのみで，すべての団体に公開さ
れている17)。
1976年現在の会員団体数は55。〔表 1〕のごとく ，ALAゃ LCをはじめ，学
術研究機関や，抄録索引サービス機関，出版社，商業産業の各種団体が加わっている。
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Acoustical Society of America 
American Association of Law Libraries 
American Business Press 
American Chemical Society 
American Concrete Institute 
American Institute of Physics 
American Library Association 
American Nuclear Society 
American Petroleum Institute 
American Society for Information Science 
American Society for Testing and Materials 
American Society of Indexers 
American Society of Mechanical Engin統rs
Amcrican Translato『sAssociation 
Association for Computing Machinery 
Association of American Libr,ry Schools 
Association of American Publishers 
Assoc田 ionof American University Pres函
Association of Jewish Libraries 
Association of Re翠 rchLibraries 
Association of Scientific Information 
Di匹 minationCent町s
BioSciences Information Service IBIDSIS) 
Book Manufacturers'Institute, Inc 
A. A. Bowker Company、Inc
Catholic Library Association 
Church and Synagogue Library Association 
Council of Biology Editor, 
Council of National Library Associations 
Cou心 Ion Library A匹 urces,Inc 
Drug Information Association 
〔表1〕
Engineering Index, Inc 
Engineering Soc;eties Library 
Engineers Joint Coundl 
Information Industry Assoc;,1,on 
MARC計画の推移(6)
tnst;tute of Electrical and Electron;c, Engineers, Inc 
International Bus;nes,Machtnes Corporation 
Ubrary Bonding Institute 
library of Congress 
Medical library Association 
Music・Library Assoc;ation 
National Academy of Sc;enc8' 
National Agricultural Library 
National Assoc;a,;on of Home BuUders 
National Bureau of Standards, lnst;tute for 
Computer Sciences and Technology 
National Federation of Abstracting and 
lndex;ng Services INFAIS) 
Na,;onal L;brary of Med;c;ne 
Nat;onal Security lndustr;al Assoc;at;on, 
Techn;cal lnformat;on Adv;sory Comm;tt碕
Pr;nt;ng lndustdes of Amedca 
Shoe Stdng Press 
Soc;ety for Techn;cal Communicat;on 
Sp如 alLibrar;es Assoc;a,;on 
U.S. Department of Commerce, National 
Technical lnformat;on Serv;ce 
U.S. Department of Defense 
U.S. D印artmentof Health, Educat;on and Welfare, 
ornce of Educafon、o;v;s;onof Library Programs 
U.S.D町面tmentof the lntedor, Offlce of Water 
Resources Research 
Z 39のメソバー
各団体は，それらの団体において選出する代表 1名と，代表代理 1名を指名す
ることができる。ただし，代表代理は会談に参加するが，採決にあたっての投票権
は有せず，代表が欠席のときのみ代理が投票権を行使する 18)。
規格原案の起草，草案に対する関連各界からの意見聴取，その集約，修正を繰
り返したうえでの最終案の作成など，数次にわたって反復する草案づくりの実務は，
専門別に構成された小委員会 Subcommitteesが担当する。
規格原案の起草は，新たに設ける規格について， ISO規格のような国際規格が
すでにある場合には，それらの機構の了解を得たうえで，その既存の規格を叩き台
にすることがあり，また，米国規格として 5ヵ年を経過した規格について，その改
訂あるいは抹消を起草することもある。
こうして，小委員会において最終的にまとめられた案が，この Z39の構成メソ
バーである上記団体のそれぞれの代表による投票，そして，投票結果後の再度の調
整手続きを経て，提出規格案となり， CNLAゃ ANSIに提出され，その承認を得
て，規格として公刊されることになる19¥
Z 39 Subcommittee20i 
Z 39が分担する業務を遂行するために，必要に応じて，企画委員会たる SC/1:
Program Committeeが，専門ごとに小委員会を設定する。
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規格に関するる直接的な活動は，該当規格を包括する専門分野の専門家で構成
される これら設定された小委員会が担当する。この小委員会のメソバーは，母体で
ある Z39の構成団体の代表のみに限定されてはいない。そして，規格の成立，あ
るいは，ISOへの付託をもって一応任務は終了し， 解散することになる。
197作 10月15日ア トラソタで開催された SC/1の会議において， SC/3, 6,8, 9, 
13, 17, 19, 20, 21, 22, 24, 25, 26, ほかに，SC/5のアラビア語日本語グループ，の各
小委員会は任務終了後，解散する方針が採択された＊。
* News about Z 39 で消息がつかめない解散した小委員会については，
Secretary of Z 39 : Deborah Bodner氏からの返信によった。
SC/I : Program 
委員長は Ms.Toni Carbo Bearman (National Federation of Abstracting 
and Indexing Services)。
この小委員会は Z39の計画に沿って企画を担当する。
新たな分野の規格化を担当する小委員会の新設，および，Z39委員長による各
小委員会委員長の指名に関する助言，規格改訂のための小委員会の再編や，規格の
完成，規格承認，発効後における該当小委員会の解散等々についての政策全般を主
務とする。以下は専門小委員会である。
SC/2: Machine Input Records 
委員長は HenrietteD Avram (Library of Congress) 
レコー ドリ ーダ一部分の二‘ノ トリー マップ entrymapについて， レコー ドの
互換を目的とする将来の用途のために， 第 2 の 二‘ノ トリーマ ップを， (Z39 . 2—1971)
に追加する小委員会案が，Z39メノ｀バーに提示されて， つめに入る運びとなって
しヽる。
SC/3: Periodical Title Abbreviation 
規格 "Abbreviationof Titles of Periodicals" (Z 39.5-1969 R 1974)が公
刊されて， この小委員会は解散した。
SC/4: Bibiographic References 
委員長は EllisMount (Butler Library, Columbia Universty) 
1977年10月に，規格 "BibliographicReferences" (Z 39. 29ー1977)が公刊さ
れ，この委員会も解散することになった。
SC/5: Transliteration 
委員長は JerroldOrne (School of Library Science, University of North 
Carolina) 
1976年12月に，規格 "Systemfor the Romanization of Slavic Cyrillic 
Characters" (Z39. 24-1976)が公刊された。 ラオ，クメール，パリー，ビルマ，タ
イ，アルメニア語の， ALA-LCローマ字翻字表に対しての投票は，1977年5月12
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日に締め切られて， 目下，反対票（意見）について調整過程にある。なお， ビルマ，
タイ語の翻字表については，近く改訂作業にかかるため撤回されることになった。
SC/6: Abstracts 
規格 "WritingAbstracts" (239.14-1971)が公刊され，任務終了とともにこ
の小委員会は解散した。
SC/7: Library Statistics 
委員長は RobertW. FraseからKatherineEmerson (The Library, Univer-
sity of Massachusetts)が引き継ぐ。
規格 "LibraryStatistics" (Z39. 7ー1968) の改訂にあたって， その基礎とな
るTheGlossary of Library Statistics Terminologyの編集を終え，近く規格活
動に着手する段取りにあったが，新委員会への改組となった。
SC/8: Proof Corrections 
委員長は BruceC. Young (University of Chicago Press) 
規格 "ProofCorrections" (Z 39. 22—1974) が公刊されて解散した。
SC/9: Terminology 
委員長は BenH. Weil (Exxon Research & Engineering Company) 
ISOの "Vocabularyof Documentation"に参画する米国側としての活動は
終了し，1975年に解散した。
SC/10: Arrangement of Periodicals 
委員長は Dr.Edward J. Huth (Editor, Annals of Internal Medicine) 
改訂規格 "Periodicals:Format and Arrangement"に投じられた数団体か
らの反対票のうち，残る一票の反対について，調整解決への努力が進められている。
投票期間は， 1976年の12月20日に締め切られたが，その時点での案に対する袈成は
39, 反対4,保留4であった。
SC/11: ー 不明一
この委員会は規格を担当する委員会ではなく ，SC/1: Programに吸収された。
SC/12: Indexes 
委員長は Mr.E. H. Brenner (American Petroleum Inst.) 
規格 "BasicCriteria for Indexes" (Z 39. 4-1968) の改訂のため， 1977年2
月央に草案作りに着手した。 100種以上の索引を蒐集し，索引の特徴を定義し， 区
分し，そして， 分析するという基礎を踏まえている。
SC/13: Trade Catalogs and Directories 
規格 "TradeCatalogs and Directories of Libraries and Information 
Centers" (Z39. 6—1965) が公刊されて解散した。
SC/14: Classification 
規格活動は完結せず。関心のみが続いている。
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SC/15 : Filing 
これも完結せず。
SC/16 : Binding 
完結せず。関心のみが続いてい。
SC/17: Book Numbering 
規格 "BookNumbering" (Z 39. 21ー1973)が公刊され， この委員会は解散。
SC/18: Book Publishing statistics 
委員長は Ms.Carol Nemeyer (Association of American Publishers) 
規格 "CompilingBook Publishing Statistics" (Z 39. 8-1968) の改訂案が，
1977年の 5月12日に，正式に ANSIに提出され11月に承認された。近く公刊され
る運びにある。
SC/19: Advertising of Books 
規格 "Advertisingof Books" (Z 39. 13—1971) が近く，再検討を加えるため
に，再び， Z39のメソバーに提出されることとなった。批判や反対意見が多数寄せ
られるところから，企画委員会 SC/1: Programは，この規格の改訂作業を進める
ために，小委員会を設定する方針を固めた。委員長には， Ms. Lucille Gordon 
(McGraw-Hill, Inc)が受諾。
SC/20: Serial Identification Number 
委員長は Ms.Mary E. Sauer (National Serials Data Program, The Li-
brary of Congress) 
規格 "IdentificationNumber for Serial Publications" (Z 39. 9-1971)改訂
のために，表記の委員長が就任した。
SC/21: Title Leaves of a Book 
委員長は RonCoplen (Librarian, Harcoust, Brace) 
規格 "TitleLeaves of a Book" (Z 39. 15—1971 ) 改訂のため，新委員会が再
び結成された。
SC/22: Library Materials Price Indexes 
委員長は WilliamH. Kurth (Washington Univsity Libraries) 
規格 "Criteriafor Price Indexes for Library Materials" (Z 39. 20—1974) 
は， ANSIから阪布されているが，この規格は，参考衰料として， ISOTC46へ捉
出されている。
この小委員会は解散することとなった。
SC/23 : Bibliographical directories 
この規格は完結せず。関心のみが続いている。
SC/24: Report Literature Format 
委員長は ParmelyC. Daniels 
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規格 "Guidelinesfor Format and Production of Scientific and Technical 
Reports" (Z 39. 18--1974)は ANSIから阪布されている。
この小委員会も任務終了となって解散。
SC/25: Thesaurus Rules and Conventions 
規格 "Guidelinesfor Thesaurus Structure, Construction, and Use" (Z 
39. 19-1974)が公刊されて解散した。
SC/26 : Preparation of Scientific Papers 
委員長は BenH. Weil (Exxon Research & Engineering Company) 
規格 "Preparationof Scientific Papers for Written or Oral Presentation" 
(Z 39. 16-1972)改訂のため，新委員が就任した。
SC/27: Identification Codes for Countries 
委員長は PatriciaE. Parker (Library of Congress) 
1973年の 3月に，規格 "Structurefor the Representation of Names of 
Countries of the World for Information Interchange" (Z 39. 27ー1976)が公刊
された。 239での投票期間は， 1974年11月21日から1975年 1月2日まで，その結果
は，賛成37, 反対4, 保留5であった。反対意見に対する調整を終わったのが1975
年の秋である。
SC/28: Journal article refereeing 
規格作業は完結せず，関心のみが続いている。
SC/29: Publicity and Promotion 
委員長は R.E. Utman (Princeton University Library) 
季刊 Newsabout 239の1975年 1月以降によれば，各季ともに，委員長から
の活動報告なしとの記録のみがみられる。
SC/30: Standard Account Number 
委員長は HerbertBell (McGraw-Hill, In:>.) 
1977年3月29日にニュ ーヨークで小委員会が開かれて，展望の修正と小委員会
の再編成が行なわれた。新委員長は HerbertBell氏である。
前委員会においては第3次草案に対する検討，および 239のメソバーに対
する意見聴取も行なわれ， AmericanBooksellers Associationでのテスト，続い
て， NationalAssociation of College Storesでのテスト段階にまで進展していた。
新委員会は，これらの前委員会の成果を基として，案をまとめていくことにな
ろう。
SC/31: International Standard Record Number (formerly Music Industry 
Code) 
この規格は完結をみずに終わった。関心のみが残っている。
SC/32: Technical Report Numbering 
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委員長は DonaldP. Hammer (American Library Association) 
規格 "StandardTechnical Report Number" (Z 39. 23-1974)が1974年12月
末に公刊され，任務終了にともなって委員会は解散した。
SC/33: Bibliographic Entries for Microfiche Headers and Roll Microfilm 
Containers 
1976年の 2月から 3月にかけて， 239での投票が行なわれたが，反対票（意見）
に対する調整が進まないまま，委員長の JosephHowardが，ほかの理由から辞意
を表明。末解決反対票を残したこの規格案は ANSIから取り下げ，新たに委員会
を編成することになった。新委員長には FrancisSpreitzer (Univessity of South-
ern Califorunia)が就任し，新編成委員会の初会合は， 1977年の11月に開かれてい
る。
CC/34 : Journal Article Code 
委員長は JohnE. Creps (Engineering Index) 
旧委員会が作定した規格案 "ANSCode Identification for Serial Articles" 
に対する投票が，1975年の春に行なわれたが，結果は， 狡成42,反対4, 保留 4。
反対意見の調整など最終のつめの時期にあたる1975年10月21日に HaroldOatfield 
が委員長を辞任し， 1976年の 2月に最終的な調整への努力が払われたが，不成功に
終わった。
この規格案の撤回問題は， 4月の239年次定例会に一任されたが，似重審議の
結果， ANSIからの撤回を決定し，旧委員会は解散することとなった。
John Crepsを新委員長とする新委員会が発足し，1976年の 9月から， この提
案された規格の更新作業が進められている。
SC/35: Advertising Microform Publications 
委員長は CarlM. Spaulding (Council on Library Resources) 
規格 "Advertisingof Micropublications (Z 39. 26-1975)が公刊され， 当委
員会は解散した。
SC/36: Standard Order Form 
委員長は PeterJacobs (Bro-Dart, Inc.) 
旧委員会により提出された規格案に対する投票は， 1976年の 2月から 3月の期
間に行なわれたが，反対4,そのほか， 7団体から意見が寄せられ， これらに対す
る調整作業が進められていたが，決着がみられなかった。 1977年の春，企画委員会
はこの委員会の改編を決定し，表記の新委員長のもとに新委員による委員会が構成
され， より受け入れられる規格作りが始められた。
SC/37 : Microform Publishing Statistics 
委員長は RobertW. Frase (National Commission on New Technological 
Uses of Copyrighted Works) 
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" Microform Review "の1977年7月号に第7次修正草案が掲載され，意見の
聴取がなお続けられている。また，この雑誌の出版社から，マイクロ 出版業者10社
に対して，マイクロ 出版統計1976年の作成にあたっては，試みとしてこの規格案を
準用して作成することの依頼も出されている。
SC/38: Scientific and Technical Translations 
委員長は KennethL. Wiggins (U.S. Joint Publications Research Service) 
規格 "Formatfor Scientific and Technical Translations" (Z39. 31-1976) 
が， 1977年2月に公刊された。
SC/39: Synoptics 
委員長は GordonL. Dugger (Johns Hopkins University, Applied Physics 
Laboratory) 
第5次草案が1977年の 3月に Z39のメソバーに提出され投標にかけられた。反
対に対する調整も無事に終え，規格最終案には編集注記が付記されて，近く ANSI
へ提出される過程にある。
SC/40: Reporting Serial Holdings 
委員長は Mr.Glyn Evans (Library, State University of New York) 
第5次草案に対する意見を聴取中。次の第6次草案がZ39のメソバーに提出さ
され検討される予定にある。
SC/41 : Book Spine Layout 
委員長は Ms.Barbara Weiss (John Wiley & Sons) 
1975年の暮れに新設された委員会で，その翌年の 9月に第 1回の会合がもたれ
ているが，翌年の春には委員長が辞任し，表記の委員長が就任する こととなった。
新委員長のもとで新委員やコ‘ノサルクソトの増員が行なわれ，最終草案もまとまっ
て，提案規格の投票をまつまでにいたっている。
SC/42: Serial Claim Form 
委員長は Ms.Lois Upham (Wilson Library, University of Minnesota) 
1975年の暮れに新設された。その翌年の秋には草案と してのフォ ームの設計を
終え，10月25日にミネアポリスでこの書式の設計についての討議を行なう。その後，
会合を重ね，1977年の秋には意見聴取のための第5次草案をまとめたいとしている。
SC/43 : Bibliographic Code Design 
委員長は AndrewUszak (R. R. Bowker Comany) 
1975年の暮れに新設された。意見聴取の期間に寄せられた提案や勧告の検討を
経て，最終草案にこれらを盛 り込んだ規格 ・≪Developmentof Identification Codes 
for Use by the Bibliographic Community" (Z 39.33-1977)が，1977年の11月に
公刊された。
SC/44: Newspaper and Journal Publishing Statistics 
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委員長は WilliamLofquist (U.S. Department of Commerce) 
1975年の才けれに新設され，1977年8月現在，最終草案がZ39のメンバーによる
意見聴取の過程にある。
SC/45: Library Identification Code 
委員長は Willam Gosling (Perkins Library, Duke University) 
図書館識別記号の規格化を計るために， 1977年の春に新設された。 4月早々に
再編された SAN担当の SC/30委との合同会議から得られた情報をも加え，秋ま
でには大網をまとめたいとしている。
SC/46: Disertations 
委員長は GeoffreyC. M. Plampin (University of Chicago) 
学位論文に関するフォ ーマットの規格を立案するために， 1977年11月に新委員
会が結成された。
Z39の略史21)
1939年の 7月， 米国図書館協会 AmericanLibrary Association法津図書館
協会 AmericanAssociation of Law Libraries医学図書館協会 MedicalLibrary 
Association専門図書館協会 SpecialLibraries Associationからの要請を受けた
米国規格協会 AmericanStandards Association がこれを認可したときにまでさ
かのぽる。
239と命名されたこの委員会の活動範囲は，図書館活動分野における，もろも
ろの概念定義，術語，文字記号，実務手法，等に関する規格，さらに，図書館で
使用される機器用品に対する規格，を担当するにあった。
爾来，この規格協会の名称や，委員会の名称，また，その活動範囲は，幾多の
変遷をたどったのであるが， 1966年にこの協会は， United States of American 
Standards Institute, Inc. として再編されることになった。
ここにおいて，図書館活動分野を担当する委員会は，Standards Committee 
239: Library Work, Documentation and Related Publishing Practicesと命名
された。
担当範囲は拡大されて，図書館活動におけるもろもろの概念，定義をはじめ，
さらに，図書館技術や，図書館での利用に影響を及ぼす出版そのものの分野をも包
括することになったのである。
当初，239は ALAの後援を受けていたが， 1951年に Councilof National 
Library Associationがこれを引き継ぎ今日にいたっており， 現在，この CNLA
が事務局となっている。
1940年の 3月に，ニュー ヨークで，239の初会談が開催されたが，当時のニュ
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ーヨーク大学図書館長 RobertDowns氏が初代委員長に選出されている。その後，
20年間 Z39は数々の苦渋を味わったのであった。
第二次大戦が国際規格協会 InternationalStandards Associationの活動を頓
座させることになったが， この協会は，米国規格協会とともに，最初の図書館規格
委員会を発足させるにあたって尽力をつくした協会でもある。
合衆国における図書館規格活動の必要性はその頃から十分にさ認識れており，
この委員会活動を助成するための努力は続けられていたが，資金面での充分な裏付
けを欠いたがためにその努力の大半は空しく水泡に帰したのであった。しかし，
このような難局のさなかにあって，いくつかの規格が公刊されたことは記憶にとど
めておくべきであろう。
1961年に，Z39の活動資金が， NationalScience Foundation(NSF)とCoun・
cil on Library Resources (CLR)から，補助金と して交付されることになり，
この資金によって， Z39はさらに効果的な活動が加能となったのである。
ノースカロライナ大学図書館長の Dr.Jerrold Orneが， 1965年に委員長を引
き継ぐことになったが， NSF, CLRからの継続的な財政資金をもとに， Z39の活
動は，国内，国際の両面にわたって拡大を続けることになった。
公刊された規格
Z39. 1-1967 Periodicals: Format and Arrangement $ 3.25 
Z 39. 2-1971 Bibliographic Information Interchange on 
Magnetic Tape 6. 00 
Z39. 4-1968 Basic Criteria for Indexes (R 1974) 3.25 
Z39. 5-1969 Abbreviation of Titles of Periodicals (R 1974) 3.25 
Z39. 6ー1965 Trade Catalogs (R 1977) 3. 00 
Z39. 7—1968 Library Statistics (R 1974) 5. 50 
Z39. 8-1968 Compiling Book Publishing Statistics 2. 75 
Z39. 9ー1971 Identification Number for Serial Publications 2. 75 
Z39.10—1971 
Z39.llー1972
Z39.12—1972 
Z 39.13—1971 
Directories of Libraries and Information 
Centers (R 1977) 3. 50
System for the Romanization of Japanese (R 1977) 3. 50
System for the Romanization of Arabic (R 1977) 3.00 
Advertising of Books 3.50 
239.14-1971 Writing Abstracts 3.50 
Z39.15ー1971 Titie Leaves of a Book 3.50 
Z39.16—1972 Preparation of Scientific Papers for Written or 
Oral P re sen ta t10n 4. 25 
239.18--1974 Guidelines for the Format and Production of 
Scientific and Technical Reports 4.00 
Z 39.19-1974 Guidelines for Thesaurus Structure, Construction 
and Use 4.50 
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239.20—1974 Criteria for Price Indexes for Library Materials 3.00 
Z 39. 21ー1973 Book Numbering 3.00 
239.22—1974 Proof Corrections 5.00 
Z39.23—1974 Standard Technical Report Number 3.00 
239.24ー1976 System for the Romanization of Slavic-Cyrillic 
Characters 3.50 
239.25ー1975 Romanization of Hebrew 4.50 
239.26—1975 Advertising of Micropubhcations 1.50 
Z 39. 27-1976 Structure for the Representation of Names of 
Countries of the World for Information 
Interchange 1.50 
239.29ー1977 Bibliographic References 11.50 
Z39.31ー1976 Format for Scientific and Technical Translations 3.50 
Z 39. 33-1977 Development of Identification Codes for Use 
by the Bibliographic Community 3.00 
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